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(57)【要約】
【課題】フレーム部材を表皮部材の内部へ容易に挿入す
ることができると共に見栄えの良いヘッドレストを提供
する。
【解決手段】ヘッドレスト１に、一対のステー２を基部
３で所定間隔に連結したフレーム部材４と、一対のステ
ー２の間隔と略同じ長さの未縫製部５を備え複数の表皮
６を縫製して袋状に形成された表皮部材７と、表皮部材
７の内部に未縫製部５の両端から一対のステー２が外部
へ突出するように基部３が挿入された状態で、表皮部材
７の内部で未縫製部５の両端に配置され、未縫製部５の
重なった折返し部分８を貫通した上で狭持して未縫製部
５を閉止する閉止部材９と、閉止部材９により閉止され
ていない未縫製部５を介して表皮部材７の内部に充填さ
れる発泡部材１０とを具備させる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一対のステー、及び該ステーの一端側を所定間隔で連結する基部を有したフレーム部材
と、
　該フレーム部材における一対の前記ステーの間隔と略同じ長さの未縫製部を備え、複数
の表皮を縫製して袋状に形成された表皮部材と、
　該表皮部材の内部に前記未縫製部の両端から前記フレーム部材の一対の前記ステーが外
部へ突出するように前記フレーム部材の前記基部が挿入された状態で、前記未縫製部の少
なくとも両端に配置され、前記表皮部材の内部へ折返された前記未縫製部の重なった折返
し部分を貫通した上で狭持して前記未縫製部を閉止する閉止部材と、
　該閉止部材により閉止されていない前記未縫製部を介して前記表皮部材の内部に充填さ
れた発泡部材と
を具備することを特徴とするヘッドレスト。
【請求項２】
　前記閉止部材は、
　前記未縫製部を閉止した時に前記折返し部分の角と沿う直線状の辺を有した平坦状の一
対の狭持部と、
　一対の該狭持部同士を連結すると共に、該狭持部同士が互いに重なるように屈曲可能と
された連結部と、
　該連結部によって連結された一方の前記狭持部の面から略垂直方向へ突出し先端に係止
爪を有した一つの突出部と、
　該突出部が貫通可能とされると共に前記係止爪が係止可能とされ、他方の前記狭持部に
形成された開口部と
を備え、
　前記表皮部材は、
　前記未縫製部における前記折返し部分に前記閉止部材の前記突出部が通過可能な貫通孔
を更に備えていることを特徴とする請求項１に記載のヘッドレスト。
【請求項３】
　一対のステー及び該ステーの一端側を所定間隔で連結する基部を有したフレーム部材に
おける一対の前記ステーの間隔と略同じ長さの未縫製部を備えるように複数の表皮を袋状
に縫製してヘッドレストの表皮部材を形成する縫製工程と、
　該縫製工程で形成された前記表皮部材の前記未縫製部を開いて、前記表皮部材の内部へ
前記フレーム部材の前記基部を、一対の前記ステーが前記未縫製部の両端から前記表皮部
材の外側へ突出するように挿入する挿入工程と、
　該挿入工程により前記フレーム部材が挿入された前記表皮部材の内部で前記未縫製部の
少なくとも両端を、前記未縫製部の折返し部分を貫通して狭持可能な閉止部材によって閉
止する閉止工程と、
　該閉止工程で閉止されていない前記未縫製部を介して前記表皮部材の内部に発泡部材を
充填する充填工程と
を具備することを特徴とするヘッドレストの製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、車両等の座席に装着されるヘッドレスト、及びヘッドレストの製造方法に関
するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、自動車等の車両の座席に装着されるヘッドレストとして、複数の表皮を袋状
に縫製した表皮部材の内部に、座席に支持させるための一対のステーを有したフレーム部
材を挿入した上で、未縫製部から表皮部材の内部に発泡樹脂等の発泡部材を充填・発泡さ
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せて、表皮部材と発泡部材とを一体化したものが知られている。
【０００３】
　従来のヘッドレストでは、一本の棒材を略コ字状に屈曲形成したフレーム部材が用いら
れており、表皮部材に形成された二つの挿通孔の一方から、フレーム部材の一端側を表皮
部材の内部へ挿入し、表皮部材の内部に挿入されたフレーム部材の一端側を他方の挿通孔
から外部へ突出させることで表皮部材の内部にフレーム部材を挿入配置した上で、未縫製
部を介して発泡部材を充填するようにしており、表皮部材における未縫製部を可及的に短
くしてヘッドレストの見栄えを向上させるようにしていた（特許文献１）。
【０００４】
【特許文献１】特開平０７－２２３２２６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、近年では、ヘッドレストの内部に、ヘッドレストを傾斜させる傾斜機構や、
硬さの異なる心材等を備えるようにしたものが知られており、これらのヘッドレストでは
、フレーム部材に傾斜機構等が取付けられていると、上述したような方法では表皮部材の
内部にフレーム部材を挿入配置させることができないので、表皮部材における未縫製部を
長くして未縫製部が大きく開くようにすることで、未縫製部を介してフレーム部材を表皮
部材の内部へ挿入するようにしていた。しかしながら、この場合、未縫製部が長くなるの
で、特許文献１のように発泡部材の発泡圧によって未縫製部を閉じるようにすると、発泡
圧のかかり方や発泡部材の硬化などのバラツキによって未縫製部が歪んだ状態で閉じられ
てしまい、ヘッドレストの見栄えが悪くなる問題がある。
【０００６】
　そこで、本発明は上記の実情に鑑み、フレーム部材を表皮部材の内部へ容易に挿入する
ことができると共に見栄えの良いヘッドレスト、及びヘッドレストの製造方法の提供を課
題とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の課題を解決するために、本発明に係るヘッドレストは、「一対のステー、及び該
ステーの一端側を所定間隔で連結する基部を有したフレーム部材と、該フレーム部材にお
ける一対の前記ステーの間隔と略同じ長さの未縫製部を備え、複数の表皮を縫製して袋状
に形成された表皮部材と、該表皮部材の内部に前記未縫製部の両端から前記フレーム部材
の一対の前記ステーが外部へ突出するように前記フレーム部材の前記基部が挿入された状
態で、前記未縫製部の少なくとも両端に配置され、前記表皮部材の内部へ折返された前記
未縫製部の重なった折返し部分を貫通した上で狭持して前記未縫製部を閉止する閉止部材
と、該閉止部材により閉止されていない前記未縫製部を介して前記表皮部材の内部に充填
された発泡部材とを具備する」ことを特徴とする。
【０００８】
　ここで、「未縫製部」としては、「一連の縫製箇所に対して部分的に縫製していない部
位」、「未縫製部の両端にフレーム部材のステーが通過可能な孔（長孔も含む）を備えた
もの」、等が挙げられる。なお、未縫製部では、縫製される部位の縫い代よりも折返しの
部分の折返し量を広く取るようにすることが望ましい。また、未縫製部の両端にフレーム
部材のステーが通過可能な孔や長孔を備えるようにすることが望ましく、未縫製部をより
広く開口させることができる他に、その孔を長孔とした場合、未縫製部の他に長孔を通し
て表皮部材の内部へ手を挿入し易くなり、閉止部材による閉止作業を向上させることがで
きる。
【０００９】
　また、「フレーム部材」としては、「一本の棒材を屈曲形成したもの（ステーと基部が
同一部材からなるもの）」、「一本の棒材を屈曲形成すると共に一対のステー同士を結ぶ
補強部材を有したもの」、「基部に樹脂等からなる心材を備えたもの」、「基部にヘッド
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レストを傾斜させる傾斜機構を備えたもの」、等が挙げられる。
【００１０】
　更に、「閉止部材」としては、「突出部が形成された平坦状の狭持部と、突出部が貫通
係止可能な開口部が形成された狭持部とを屈曲可能な連結部で連結したもの」、「ステー
プラ用の針材」、「突出部が形成された平坦状の狭持部と、突出部が貫通係止可能な開口
部が形成された狭持部とからなるもの」、「はと目」、等が挙げられる。
【００１１】
　ところで、未縫製部を閉止する方法としては、重なった折返し部分の間に接着剤や両面
テープを用いることで閉止することが考えられるが、この場合、表皮部材の材質によって
は接着性が悪く、未縫製部を十分に閉止することができない場合がある。また、重なった
折返し部分の外側を粘着テープで包むことで閉止することが考えられるが、この場合は、
未縫製部における折返し部分の端部のみが固定されるだけなので、重なった折返し部分が
開き易く、発泡部材の発泡圧等によって未縫製部が歪んでしまう問題がある。更に、重な
った折返し部分を外側からクリップ等で挟み込むことで閉止することが考えられるが、こ
の場合でも、折返し部分同士が接触しているだけなので、発泡圧等により折返し部分がず
れてしまう虞があり、ずれることで未縫製部が歪んでしまう問題がある。
【００１２】
　しかしながら、本発明のヘッドレストによると、未縫製部の長さをフレーム部材におけ
る一対のステーの間隔と略同じ長さとしているので、未縫製部を広げることで未縫製部を
介してフレーム部材の基部を容易に表皮部材の内部へ挿入させることができ、作業性を向
上させることができる。また、閉止部材によって未縫製部における折返し部分の少なくと
も両端を、貫通した上で狭持して閉止するようにしているので、未縫製部における閉止さ
れていない部分の長さを可及的に短くすることができると共に、未縫製部における折返し
部分が開いたりずれたりするのを確実に防止することができ、発泡部材の発泡圧等によっ
て未縫製部が歪んでヘッドレストの見栄えが悪くなるのを防止することができる。
【００１３】
　従って、基部に傾斜機構や心材等を備えたフレーム部材でも、未縫製部を介して表皮部
材の内部へ容易に挿入することができる上に、未縫製部の歪みを可及的になくすことがで
きるので、ヘッドレストの機能性を高くしたり見栄えを向上させたりすることができる。
【００１４】
　また、未縫製部の長さをフレーム部材における一対のステーの間隔と略同じ長さとする
と共に、未縫製部の両端からステーが外側へ突出するようにしているので、蓋然的に、未
縫製部が一対のステーの間に配置されることとなり、ヘッドレストにおける未縫製部を目
立ち難くすることができ、より見栄えの良いヘッドレストとすることができる。
【００１５】
　また、本発明に係るヘッドレストは、上記の構成に加えて、「前記閉止部材は、前記未
縫製部を閉止した時に前記折返し部分の角と沿う直線状の辺を有した平坦状の一対の狭持
部と、一対の該狭持部同士を連結すると共に、該狭持部同士が互いに重なるように屈曲可
能とされた連結部と、該連結部によって連結された一方の前記狭持部の面から略垂直方向
へ突出し先端に係止爪を有した一つの突出部と、該突出部が貫通可能とされると共に前記
係止爪が係止可能とされ、他方の前記狭持部に形成された開口部とを備え、前記表皮部材
は、前記未縫製部における前記折返し部分に前記閉止部材の前記突出部が通過可能な貫通
孔を更に備えている」ことを特徴とする。
【００１６】
　これにより、閉止部材における突出部が折返し部分の貫通孔を貫通することで、重なっ
た折返し部分が互いにずれるのを防止することができる上に、突出部の係止爪が開口部に
係止されることで、一対の狭持部によって重なった折返し部分を狭持し続けることができ
ると共に突出部が貫通孔から抜けてしまうのを防止することができ、閉止部材によって未
縫製部を確実に閉止することが可能となり、未縫製部が歪むことなく見栄えの良いヘッド
レストとすることができる。
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【００１７】
　ところで、袋状の表皮部材の内部で閉止部材により未縫製部を閉止するようにしている
ので、表皮部材の外側からは閉止部材や閉止部材により閉止される未縫製部の折返し部分
等を見ることが難しく、閉止されていない未縫製部やステーが挿入される長孔等から表皮
部材の内部へ手を挿入して手探りで閉止部材を取付けることとなるが、この閉止部材が、
突出部を有した狭持部と突出部が係止可能な開口部を有した狭持部とで分離した状態（別
体）となっていると、夫々を別々に表皮部材の内部へ挿入した上で、手探りで突出部と開
口部とを夫々所定の位置に合せる必要があり作業性が悪く時間がかかったり作業者の熟練
度を必要としたりしてヘッドレストのコストが増加する問題がある。
【００１８】
　しかしながら、本発明のヘッドレストでは、閉止部材における一対の狭持部を連結部に
よって連結することで、閉止部材を一つの部材で構成するようにしているので、連結部を
屈曲させるだけで簡単に突出部を開口部へ挿入係止させることができると共に、表皮部材
における未縫製部の折返し部分に、突出部が通過可能な貫通孔を予め備えるようにしてい
るので、折返し部分に対して突出部を容易に貫通させることができ、手探りでも閉止部材
による未縫製部の閉止作業の作業性を向上させることができる。
【００１９】
　また、未縫製部における折返し部分に予め貫通孔を備えるようにしているので、閉止部
材の突出部を貫通孔に通すことで、未縫製部の所望の位置を確実に閉止部材で閉止させる
ことができ、未縫製部における閉止する位置がずれてしまったり、折返し部分がずれた状
態で閉止してしまったりするのを防止することができ、未縫製部が歪むのを確実に防止し
て見栄えの良いヘッドレストとすることができる。
【００２０】
　更に、閉止部材における一対の狭持部の辺を直線状に形成すると共に、その辺を折返し
部分の角に沿って当接させるようにしているので、直線状の辺がガイドとなって未縫製部
をより直線状に閉止させることができ、未縫製部に歪みのない見栄えの良いヘッドレスト
とすることができる。また、閉止部材の突出部を一つとしているので、突出部を複数とし
た場合と比較して、ワンタッチで突出部を開口部に貫通係止させることができ、作業性を
向上させることができる。
【００２１】
　本発明におけるヘッドレストの製造方法は、「一対のステー及び該ステーの一端側を所
定間隔で連結する基部を有したフレーム部材における一対の前記ステーの間隔と略同じ長
さの未縫製部を備えるように複数の表皮を袋状に縫製してヘッドレストの表皮部材を形成
する縫製工程と、該縫製工程で形成された前記表皮部材の前記未縫製部を開いて、前記表
皮部材の内部へ前記フレーム部材の前記基部を、一対の前記ステーが前記未縫製部の両端
から前記表皮部材の外側へ突出するように挿入する挿入工程と、該挿入工程により前記フ
レーム部材が挿入された前記表皮部材の内部で前記未縫製部の少なくとも両端を、前記未
縫製部の折返し部分を貫通して狭持可能な閉止部材によって閉止する閉止工程と、該閉止
工程で閉止されていない前記未縫製部を介して前記表皮部材の内部に発泡部材を充填する
充填工程とを具備する」ことを特徴とする。
【００２２】
　これにより、縫製工程で一対のステーの間隔と略同じ長さの未縫製部が備えられるよう
に表皮部材を縫製しているので、挿入工程でその未縫製部を開いた際に、基部に傾斜機構
や心材等を備えたフレーム部材であっても表皮部材の内部へフレーム部材を容易に挿入さ
せることができる。そして、閉止工程で未縫製部における折返し部分の少なくとも両端を
閉止部材で閉止して未縫製部における閉止されていない部分の長さを可及的に短くするよ
うにしているので、充填工程で発泡部材の発泡圧等がかかっても未縫製部が歪むのを防止
することができ、見栄えの良いヘッドレストを確実に製造することができる。
【００２３】
　換言すると、基部に傾斜機構や心材等を備えたフレーム部材でも、未縫製部を介して表
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皮部材の内部へ容易に挿入することができる上に、未縫製部の歪みを可及的になくすこと
ができるので、より機能性が高く見栄えの良いヘッドレストを製造することができる。
【発明の効果】
【００２４】
　上記のように、本発明によると、フレーム部材を表皮部材の内部へ容易に挿入すること
ができると共に見栄えの良いヘッドレスト、及びヘッドレストの製造方法を提供すること
ができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　以下、本発明における最良の実施形態であるヘッドレスト、及びヘッドレストの製造方
法について、図１乃至図３に基き詳細に説明する。図１（Ａ）は本発明に係るヘッドレス
トの斜視図であり、（Ｂ）はヘッドレストの断面図であり、（Ｃ）は（Ｂ）における要部
拡大図である。また、図２は、ヘッドレストを表皮部材とフレーム部材とに分離した状態
を示す斜視図であり、図３（Ａ）は本発明に係る閉止部材の一例を示す斜視図であり、（
Ｂ）は（Ａ）とは異なる閉止部材の一例を示す斜視図である。
【００２６】
　本実施形態のヘッドレスト１は、一対のステー２、及びステー２の一端側を所定間隔で
連結する基部３を有したフレーム部材４と、一対のステー２の間隔と略同じ長さの未縫製
部５を備え複数の表皮６を縫製して袋状に形成した表皮部材７と、表皮部材７の内部で未
縫製部５の両端に配置され、未縫製部５の重なった折返し部分８を貫通した上で狭持して
未縫製部５を閉止する閉止部材９と、表皮部材の内部に充填される発泡部材１０とを備え
ている。
【００２７】
　このヘッドレスト１におけるフレーム部材４は、基部３に傾斜機構１１を備えていると
共に、傾斜機構１１の下面に前後方向へ延びる一対の長孔１２が形成されており、傾斜機
構１１の長孔１２から、ステー２が下方へ延出した状態となっている。従って、本例のヘ
ッドレスト１は、フレーム部材４の傾斜機構１１によって、使用条件に合せてヘッドレス
ト１を、座席に対して適宜の角度に傾斜させることができるものである。
【００２８】
　また、表皮部材７は、フレーム部材４における傾斜機構１１の長孔１２と対応する位置
、及び大きさの長孔１３を一対備えており、それら長孔１３の後方端同士を結ぶように未
縫製部５が備えられている。また、表皮部材７は、未縫製部５の折返し部分８が縫製部の
縫い代よりも長く形成されていると共に、折返し部分８の両端に直線状の切込みが貫通す
る貫通孔１４が形成されている（図２を参照）。
【００２９】
　更に、閉止部材９は、平坦状の一対の狭持部１５と、一対の狭持部１５同士を連結する
と共に狭持部１５同士が互いに重なるように屈曲可能とされた連結部１６と、一方の狭持
部１５の面から略垂直方向へ突出し先端に係止爪１７を有した一つの突出部１８と、突出
部１８が貫通可能とされると共に係止爪１７が係止可能とされ他方の狭持部１５に形成さ
れた開口部１９とを備えている。この閉止部材９は、狭持部１５における連結部１６側と
は反対側の辺が直線状とされており、この直線状の辺が未縫製部５を閉止した時に折返し
部分８の角と沿うようになっている。これにより、閉止部材９によって未縫製部５を略直
線状に閉じることができるようになっている。
【００３０】
　また、閉止部材９は、突出部１８が狭持部１５の長手方向に沿って延びた矩形状とされ
ており、未縫製部５の折返し部分８を貫通・狭持した際に、閉止部材９が回転しないよう
になっている。また、突出部１８の突出量は、表皮部材７における重なった折り返し部分
８の厚さと略同じとされている。なお、本例の閉止部材９は、全体が樹脂（例えば、ポリ
プロピレン）で一体成形されていると共に、連結部１６の厚さを狭持部１５よりも薄く形
成されており、連結部１６が容易に屈曲することができるようになっている。
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【００３１】
　次に、本実施形態のヘッドレスト１の製造方法について説明する。まず、裁断工程では
、表皮部材７の元となる生地を所定形状に裁断して表皮６を形成し、続く縫製工程では、
表皮６の表面同士を合せた状態で、一対の長孔１３の間に位置する未縫製部５を残して、
縫い代部分が形成された縫製部を縫製する。そして、各縫製部が縫製されると、表皮６の
裏面が表を向いた状態となっているので、未縫製部５を介して表皮６の表面が表を向くよ
うに反転させることで表皮部材７が完成する。
【００３２】
　次の挿入工程では、図２に示すように、縫製された表皮部材７の未縫製部５を大きく開
き、一対のステー２が未縫製部５の両端から表皮部材７の外側へ突出するようにフレーム
部材４の基部３（傾斜機構１１）を表皮部材７の内部へ挿入する。この際に、本例では、
表皮部材７における未縫製部５の両端に長孔１３が形成されているので、未縫製部５をよ
り大きく開くことができ、フレーム部材４の基部３を容易に挿入することができるように
なっている。
【００３３】
　続いて閉止工程では、表皮部材７の内部にフレーム部材４の基部３が挿入された状態で
、表皮部材７の内部で未縫製部５の折返し部分８を互いに重ねる。そして、まず未縫製部
５における一方の端部側において、折返し部分８の重なった貫通孔１４に対し一方の側か
ら閉止部材９の突出部１８を挿入・貫通させた上で、重なった折返し部分８を貫通した突
出部１８の先端に、突出部１８とは反対側の狭持部１５の開口部１９が当接するように閉
止部材９の連結部１６を屈曲させる。次に、突出部１８の先端に開口部１９が当接した状
態で互いの狭持部１５が接近する方向へ力を加えることで、突出部１８先端の係止爪１７
が弾性変形して突出部１８が開口部１９内を貫通すると共に、突出部１８先端の係止爪１
７が開口部１９の外周に係止されて、開口部１９から抜けるのを防止された状態となる。
【００３４】
　而して、閉止部材９の突出部１８が折返し部分８を貫通すると共に、一対の狭持部１５
によって重なった折返し部分８を狭持した状態となり未縫製部５が部分的に閉止されるこ
ととなり、閉止部材９によって未縫製部５における一方の端部側を閉止したら、上記と同
様の手順で、未縫製部５における他方の端部側も閉止部材９によって閉止する。なお、本
例では、閉止部材９により未縫製部５を閉止すると、閉止部材９における狭持部１５の一
辺が折返し部分８の角と沿うようになっており、未縫製部５を直線状に閉止することがで
きるようになっている。また、この閉止工程では、未縫製部５だけでなく、表皮部材７の
長孔１３を通して、表皮部材７の内部へ閉止部材９や作業者の手等を入れて作業しても良
い。
【００３５】
　閉止工程で未縫製部５の両端を閉止したら、フレーム部材４が挿入された表皮部材７を
ヘッドレスト１と同じ形状のキャビティを有した発泡成形型（図示せず）の内部にセット
すると共に、フレーム部材４における傾斜機構１１の長孔１２が、表皮部材７の長孔１３
と一致するようにフレーム部材４を保持させる（セット工程）。続いて、充填工程では、
表皮部材７等を発泡成形型にセットした状態で、表皮部材７における未縫製部５の閉止さ
れていない部分から表皮部材７の内部へ発泡樹脂からなる発泡剤を注入して発泡成形型を
閉じる。そして、発泡剤が表皮部材７の内部で発泡することで、発泡剤が発泡部材１０と
して表皮部材７の内部に充填されると共に、発泡部材１０（発泡剤）の発泡圧により、表
皮部材７が発泡成形型の内面に押付けられて表皮部材７の外形が所望の形状に成形される
。その後、発泡部材１０の発泡が終了したら、発泡成形型を開いて取出すことで、表皮部
材７と発泡部材１０とが一体となったヘッドレスト１を得ることができる。
【００３６】
　このように、本実施形態のヘッドレスト１によると、未縫製部５の長さを一対のステー
２の間隔と略同じ長さとしているので、未縫製部５を広げることで未縫製部５を介してフ
レーム部材４の基部３を容易に表皮部材７の内部へ挿入させることができ、作業性を向上
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させることができる。また、閉止部材９によって未縫製部５における折返し部分８の両端
を、貫通した上で狭持して閉止するようにしているので、未縫製部５における閉止されて
いない部分の長さを可及的に短くすることができると共に未縫製部５における折返し部分
８が開いたりずれたりするのを確実に防止することができ、発泡部材１０の発泡圧等によ
って未縫製部５が歪んで見栄えが悪くなるのを防止することができる。
【００３７】
　また、未縫製部５の長さを一対のステー２の間隔と略同じ長さとすると共に、未縫製部
５の両端からステー２が外側へ突出するようにしているので、蓋然的に、未縫製部５が一
対のステー２の間に配置されることとなり、ヘッドレスト１における未縫製部５を目立ち
難くすることができ、より見栄えの良いヘッドレスト１とすることができる。
【００３８】
　更に、閉止部材９における突出部１８が折返し部分８の貫通孔１４を貫通することで、
重なった折返し部分８が互いにずれるのを防止することができる上に、突出部１８の係止
爪１７が開口部１９に係止されることで、一対の狭持部１５によって重なった折返し部分
８を狭持し続けることができると共に突出部１８が貫通孔１４から抜けてしまうのを防止
することができ、閉止部材９によって未縫製部５を確実に閉止することが可能となり、未
縫製部５が歪むことなく見栄えの良いヘッドレスト１とすることができる。
【００３９】
　また、閉止部材９における一対の狭持部１５を連結部１６によって連結して閉止部材９
を一つの部材で構成しているので、連結部１６を屈曲させるだけで簡単に突出部１８を開
口部１９へ挿入係止させることができる。また、表皮部材７における内部へ折返された未
縫製部５の折返し部分８に突出部１８が通過可能な貫通孔１４を予め備えるようにしてい
るので、折返し部分８に対して突出部１８を容易に貫通させることができ、手探りでも閉
止部材９による未縫製部５の閉止作業の作業性を向上させることができる。
【００４０】
　また、未縫製部５における折返し部分８に予め貫通孔１４を備えるようにしているので
、閉止部材９の突出部１８を貫通孔１４に通すことで、未縫製部５の所望の位置を確実に
閉止部材９で閉止させることが可能となり、未縫製部５における閉止する位置がずれてし
まったり折返し部分８がずれた状態で閉止してしまったりするのを防止することができ、
未縫製部５が歪むのを確実に防止して見栄えの良いヘッドレスト１とすることができる。
【００４１】
　更に、閉止部材９における一対の狭持部１５の辺を直線状に形成すると共に、その辺を
折返し部分８の角に沿って当接させるようにしているので、直線状の辺がガイドとなって
未縫製部５をより直線状に閉止させることができ、未縫製部５に歪みのない見栄えの良い
ヘッドレスト１とすることができる。また、閉止部材９の突出部１８を一つとしているの
で、突出部１８を複数とした場合と比較して、ワンタッチで突出部１８を開口部１９に貫
通係止させることができ、作業性を向上させることができる。
【００４２】
　以上、本発明について好適な実施形態を挙げて説明したが、本発明はこれらの実施形態
に限定されるものではなく、以下に示すように、本発明の要旨を逸脱しない範囲において
、種々の改良および設計の変更が可能である。
【００４３】
　すなわち、本実施形態では、閉止部材９として、突出部１８及び開口部１９が矩形状の
ものを示したが、これに限定するものではなく、例えば、図３（Ｂ）に示すように、突出
部１８を円筒形状とすると共に開口部１９を円形状とした閉止部材２０としても良く、こ
れにより、上記と同様の作用効果を奏することができる。
【００４４】
　また、本実施形態では、フレーム部材４の基部３に傾斜機構１１を備えたものを示した
が、これに限定するものではなく、傾斜機構１１に替えて発泡部材１０とは硬さの異なる
心材を基部３に備えるようにしても良く、上記と同様の作用効果を奏することができる。
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【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】（Ａ）は本発明に係るヘッドレストの斜視図であり、（Ｂ）はヘッドレストの断
面図であり、（Ｃ）は（Ｂ）における要部拡大図である。
【図２】ヘッドレストを表皮部材とフレーム部材とに分離した状態を示す斜視図である。
【図３】（Ａ）は本発明に係る閉止部材の一例を示す斜視図であり、（Ｂ）は（Ａ）とは
異なる閉止部材の一例を示す斜視図である。
【符号の説明】
【００４６】
１　ヘッドレスト
２　ステー
３　基部
４　フレーム部材
５　未縫製部
６　表皮
７　表皮部材
８　折返し部分
９　閉止部材
１０　発泡部材
１１　傾斜機構
１２　長孔
１３　長孔
１４　貫通孔
１５　狭持部
１６　連結部
１７　係止爪
１８　突出部
１９　開口部
２０　閉止部材
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